
                     

    

月刊 岩田会計 第 38号 
平成 22年 3月 1日 
税理士  岩田英人 

 
 
平成 22年も早いもので税理士業界の春の風物詩、確定申告期真っ只中です。 
3月 15日までは岩田会計事務所は通常業務に加え、確定申告一色です。 
毎年、1日でも早く終了できるよう体制を整えています。 
今年はゆとりのある精確な仕事を心がけて事務所一丸となって乗り切りたいと思います。 
随分暖かくなってきましたが皆様におかれましては体調にはくれぐれもご留意ください。 
 

 

 
【平成 22年 3月号】鉄は熱いうちに打て 
世間一般的には忙しい時は改善したいことが何も手が付かないと言われます。 
ですが、こういうときのほうが何が無駄なのか、何がスムーズな業務の流れを

遮断するのか、改善のための課題が明確に抽出されてきます。 
ここで、今の忙しい業務が片付いたら改善に取り掛かろうといって置いてお

くと、いざ取り掛かろうというときには、次の忙しさに紛れてまた先延ばしに

なっていきます。 
結果、雑な改善や全く改善されずに放置されてしまうということになること

が多いようです。 
それで「うまく改善できなかったとか何も手が付かないままになってます。」と

言われる方を多く見かけます。 
「鉄は熱いうちに打て」「今日できることは明日に伸ばすな」です。 
今しかできないこと、今だからこそできることをしっかりと見極め、将来的な

いい仕事のできる内部体制確立のためにも忙しい時にこそわかる業務の無駄や 
間違った業務の進め方を全体で共有して、即座に改善を図っていきましょう。 
この積み重ねは、必ず成果につながると思います。 
個人的には忙しいという字は使いたくありませんが文脈上使用いたしました。 


